
印度學佛教學研究第37巻 第1號 昭和63年12月

BHAVAPRADHANA-NIRDESA につ い て

小 川 英 世

0. 本 稿 は, bhavapradhana-nirdesa (以下 「bhava 主表 示」と略称)と 呼 ばれ る表

現 解 釈 上 の技 法 につ い て, 文 法 学 の文 献 に徴 し, 意 味 論 の観 点 か らそ の構 造 的特

徴 を 明 らか にす る と共 に, そ の応 用例 に つ い て も説 明 を試 み る もの で あ る。

<bhava 主 表 示>に お け る<bhava>と は, 5.1. 119 tasya bhavas tvatalau に

お け る<bhava>で あ り, <gupa>・<visesapa>に 同 義 で あ る。 また, <pradhana>は, 

<visesya>に 同義 で あ り, <nirdesa>と は, 言 語表 現(<sabdoccarapa>)の こ と

で あ る。 従 つて, <bhava 主 表 示>と は,「 そ こに お い て<bhava>が<pradhana>

で あ る表 現 」 あ る い は 「それ に よ つて<bhava>が 主要 な もの と して表 示 され る

表 現 」 とい うこ とが で き る。

 と ころ で, 5. 1. 119. そ の も のに よ つて そ の 派 生 が 説 明 さ れ るbhavapratyaya-

nta, 例 え ば<ghatatva>は, そ の意 味 構 造 に お い て 語 幹(prakrti)<ghata>の

<bhava>が pradhana あ るい は visesya の 地 位 を 占 め る。 従 つて, 言 語表 現 と し

て の bhavapratyayanta は, 文 字 どお りの<bhava 主 表 示>に 他 な らな い1)。 しか

し, 表 現 解 釈 上 の 一 つ の 技 法 と して の<bhava 主 表 示>は, 或 る pratipadika (名

詞 語幹)に 関 して, そ の 言語 項 目がbhavapratyaya が 添 加 され た 語 形 で な い に も

か か わ らず, 意味 的 に そ の bhavapratyayanta 形 と equivalent で あ る よ うな 言

語 表 現 を指 す。{ghatab}が 意 味 的 に{ghatatvam}に equivalent で あ る時, そ の

{ghatah}を<bhava主 表 示>と 呼 ぶ。

 この<bhava主 表 示>は, 以下 に述 べ る よ うな Mahabhasya に おけ る<gupa-

pradhana-nirdesa>の 一 般 化 であ る。Mahabhasya に お い て は, テ ク ニ カル な 意

味 で の<gupavacana>あ るい は狭 義 のVaisesika-like な<gupa>に 係 わ つて の

み, bhavapratyayanta との 意 味 的 な equivalence が 問 題 とな つて い る た め に

<gupapradhana-nirdesa>と い う用 語 が 使 用 され てい る。 しか し なが ら, クマ ー

リラ[TV ad JS3. 4. 4. 13]や ハ ラダ ッタがP1. 4. 22に 関す る解 釈 の 中 で, 

bhavapratyayanta との 意 味 的 equivalence に着 目 して<gupapradhana-nirdesa>

に代 え て<bhava 主表 示>と い う用 語 を使 用 して い る こ とか ら も明 らか な よ う

に, あ る pratipadika で あ る言 語項 目が, そ の bhavapratyayanta 形 と意味 的 に
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equivalent な時 ・ そ の言 語 項 目を<bhava 主表 示>と 呼 び得 るの で あ る。

1.1. Mahabhasya ad P 1. 4. 21で は, 数 語 尾(vacana)選 択 の規 則P4. 21・

P1. 4. 22に お け る{bahusu}{dvyekayor}({dvayoh}{ekasmin})の 表 現 に 関 し

て, これ らの語 を め くるvisesapavisesyabhava, samanadhikarapya, vaiyadhi-

karapya の検 討 が な され, これ らの表 現 が 意、図 して い る も の は 数 対 象(samkh-

yeya) と数 (samnkhya) の何 れ か が 議 論 され て い る。

 そ こで は, 先 ず, P1. 4. 21-22がP2. 3.1・P2. 3. 2等 の 諸規 則 と vakyai-

kavakyata (諸規則文の統合文)を 構 成 す る こ とが 提 案 され る。 こ うして この 提 案

に沿 い, 当該 の規 則P1. 4. 21-22は,「tiN等 の項 目に よ つて]未 だ 表 示 され て

い な い kamlan に存 す る ekatva それ が表 示 さる べ き時, [dvitiya の] ekavacana

が選 択 され る」(karmany anabhihite yad ekatoam tatraikavacanam) とい うよ うに

vaiyadhikarapya 構 文 に よ つて解 釈 され る。 勿論, この場 合, *{ehasnzin harm-

any anabhihite ekavacanam}と い う よ うに samanadhikaranya 構 文 に よつて 解

釈 す る 途 もあ る。 しか しパ タ ソ ジ ャ リは, 数<ekatva>・<dvitva>・<bahutva>と

karman 等 の 間 の visesapavisesyabhava を, karman 等 は, 数 に対 す る vise-

sana で あ るべ き で あ る とし て, そ の可 能 性 を 除 け て い る。

 こ こで, 次 の よ うな疑 問 が提 起 され る。 す な わ ち, そ れ は, rbhavapratyaya

な し に guna を pradhana と して表 示 す る こ とは で きな い。 従 つて, パ ー ニ ニ は,

当該 規 則 を*{bahutve bahuvacanam}{dvitvaikatvayor dvivacanaikavacane}

とい う よ うに定 式 化 す べ きで あ つた 」 とい うもの で あ る。

 これ に 対 す る回 答 に お い て, パ タ ン ジ ャ リは<bhava主 表 示>の 解 釈 技 法 を展

開 す る こ と に な る。 彼 は この 問 題 を<gupavacana>呼 ばれ る言 語 項 目, す なわ ち

<sukla>・<nila>等 の, pratipadika で あ つ て, gupin(=dravya) 指 示 語 と の

samanadhikarapya, vaiyadhikaranya 表 現 に お い て<同 形 性>を 保 持 す る 項 目

に よ つて 例 証 す る。 今, {patah suklab}-{patasya suklah}と い う二 文 につ

い て, <gupavacana><sukla>の 意、味 につ い て考 察 して み よ う。

 {patah suklah}に お い て は, gupa が gunin (dravya)を 限 定, す なわ ち, {patah

suklah na nilab} とい うよ うに 自己(白)の 基 体 を他(青)の 基 体 か ら排 除 して

い る。 この 場 合, <sukla>は 《matublopa》 あ る い は gupa と gupin の 《abheda-

rppa》 に基 づ き, gunin (dravya) を 指 示 し, <pata>・<sukla>間 に は samanadhi-

karanya が成 立す る。 従 つて, この 場 合 に は, bhavapratyaya な しに guna を

pradhana と して 表 示 す る こ とは で きな い[gupa←<gunin+tva>]。
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一 方, {patasya suklah}に お い て は, 関 係一 般 を 指 示 す る sasthi を使 用 す る

こ とに より, gupin (dravya) に よつ て gupa が限 定 さ れ て い る。 す なわ ち, 

{patasya}は{patasya suklo na sankhadeh}と い う よ うに 自己(布)の 関 係項

を 自己 以 外(貝 殻)の 関 係項 か ら排 除 して い る。 この場 合, <sukla>は guna を指

示 して い る。 従 つて, この場 合 に は, bhavapratyaya な しに gupa が pradhana

と して表 示 され て い る, と言わ れ る[<guns+tva>→jati]。 この文 に お け る{su-

klab}は<bhava 主 表 示>[<gupapradhana-nirdesa>]に 他 な らない の であ る。

当該 規 則 の{ekasmin}と い う表 現 も, こ の vaiyadhikarapya 構 文 中 の<sukla>

と同様 で あ る。 それ は, {karmany ekasmin}(={karmana ekasmin})と い う よ う

に karman 等 との vaiyadhikarapya 構文 が 可 能 で あ り, しか も karman 等 に

対 して visesya と して の地 位 を 占め る。 従 つ て こ の表 現 は<bhava 主表 示>で あ

る。 こ うして, {karamapa (=karmany) ekasmin}は、 意 味 的 に{karmapa(=

karmany) ekatve}と equivalent で あ り, よ つて{ekasmin}等 は 数 を 表 示 して

い る と結 論 され る。

1. 2. と ころ で, この<bhava 主 表 示>と い う解 釈 技 法 が 適 用 され る条 件 と し

て, 以上 の<gunavacana>・ 数 詞 の場 合 の よ うに, 他 の 語 と の統 語 関 係 が 必 要 か

とい う と, 必 ず し もそ うで は な くて, 他 の と ころ で は, パ タ ソ ジ ャ リは 斉 合 的 な

規 則 適 用 のた め に こ の技 法 を 用 い て い る。Mahabhasya ad P 5. 3.57で は, 次 の

よ うな コ ンテ クス トで<bhava 主 表 示>解 釈 技 法 が 現 わ れ て い る。

 P5. 3. 57は, 比 較 級 taddhita 接 辞<taraP>・<iyasUN>が, 二 者 を 表 す 項 目或

い は vibhajya〔 分 離 され る もの〕 項 目が 共 起 項 目の時, 卓 越 性(atisayana)の 標

示 にお い て, pratipadika・tinanta の後 に導 入 され る こ とを 規 定 し てい る。

 さ て ここで, {parud bhavan patur asit patutara aisamah}「 昨 年, 君 は 賢 か

つた。 今 年 は よ り賢 い 」 とい う文 を 見 よ。 こ の文 は, {patah suklah}と 向 様 に

敬 称 代 名 詞 <bhavatu>と<patu>・<patutara>のamanadhikaranya 構文 で あ

り, <patu>・<patutara>は 共 に gupin を指 示 し, そ の指 示 対 象 は<bhavatU>の

指 示 対 象 に 同一 で あ る。 こ こに, <patuta>の 派 生 に 関 して, 次 の よ うな問 題 が

生 ず る。 す なわ ち, <taraP>が 標 示 す る卓 越;性は, 何 に 較 べ て の 卓越 性 な のか, 

そ の所 比(pratiyogin)を 必 要 とす るが, 一 体 向一 の 事 象 に 所 比 を 設 定 し得 る の か, 

とい う問 題 であ る。 こ の問 題 に 関 して, 同一 事 象 に 関 す る<taraP>・<iyasUN>の

導 入 とい う追 補(upasa・nkhyana)が 為 さ るべ きで あ る とい う見 解(vt. 1)を 否 定 す

るた め に, 意 味論 的 に は, <patu>・<patutara>は gunin を指 示 す る もの の,
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<taraP>導 入 に 関 して は, 両 語 を く bhava 主 表 示>[<gunapradhana-nirdesa>]

と解 釈 す る こ とが 提 案 され る。 この提 案 に よ れ ば, <patu>は<賢 さ>と い う

gupa を, <patutara>は<卓 越 した 賢 さ>と い う guna を指 示 す る と考 え られ, 

両 gupa の差 異 か ら, 単 二 の gupin に差 異 が 仮 構 され, <賢 さ>の 基 体Xと<卓

越 した 賢 さ>の 基 体Yと は異 な る とい うこの 想定 か ら所 比 が設 定 され る こ とに な

る。 こ うして, この 所 比 設 定 か ら同一 事 象 で あ る<bhavatU>の 指 示 対 象 に 関 し

<patutara>が 正 当化 され る の で あ る。

2. この<bhava 主 表 示>と い う解 釈 技 法 は, 例 え ばP2. 3. 7に お け る<karaka>

が<行 為>を 実 現 す る sakti (能力)を 指 示 す る, とい う こ とを 導 くの に も有 効 で

あ り, さ らに, Naiyayikaは, P 3. 4. 69か ら定動 詞 接 辞tiNの 意 味 と して<krti>・

<phala>を 導 出す る際 に, この解 釈 技 法 を援 用 し て い る4)。

1) bhavapratyaya の 意 味 論 に つ い て は, 拙 稿 「Kauabha の bhavapratyaya 論 」

 (『広 島大 学 文 学 部 紀 要 』 第45巻, pp. 94-118)を 参 照 され た い。 尚, 谷 沢淳 三 氏 に

 よる筆 者 の bhavapratya 論 に 関 す る御 指 摘(「jati に関 す る一 考 察-Mahabhasya を

 中心 と して 」『仏 教 学 』 第22巻, pp. (45)-(49), 注(34))に は, 全 く同 意 で きな い。 氏

に対 して は, イ ン ド土 着 文 法 家 がbhavapratyaya の 意 味 論 を, 要 す る に pratipadika

の pravrttinimitta の 観 点 か ら構 築 して い る事 実 の 指 摘 に よ つて 答 え た い。 文 法 家 に

 は bhavapratyaya が 意 味す る もの は 何 か, とい う問 題 が 関 心 事 で は あ つ て も,「 「-

 性 」(-tva)と い う普 遍, 抽 象 的 性 質 が ど うい うこ とを 意 味す るの か 」(谷 沢)と い う

 発 想 は な い。

2) パ ー ニ ニ文 法 学 の体 系 で は 数 詞(samnkhyasabda)は<gumvacana>と は 呼 ば れ な

 い とい う点 に 留 意。 しか し両 者 の間 には 統 語 論 的 類似 性 が 見 い だ され る の で あ る。

 Cf. vts. 39-44 ad P 1, 4, 1, 

3) <gunavacana>に 関す る, gunin 表 示 ・guna 表 示 ・bhavapratyaya 添 加 に よ る

 gum表 示 のそ れ ぞれ の 表 現 構 造 につ い て は, TV ad JS3. 4. 4. 13に 実 に 的 確 に述 べ ら

れ て い る。

--s(E-04) <karaka> aktimat/sakti <kartrtva>) Cf. Mbh ad P 2. 3. 1: <kartr

 kartrtva-visista/kartrtva (4 <kartrtva>); <kartrtva>=<krtimattva>-krti Cf. 

 VbhS ad k. 2. 

<キ ー ワー ド> bhavapradhana, bhavaprtyaya, Mahabhasya

(広島大学助手)
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